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1. はじめに 
現在，人の行動を用いた分析は心理学にとどま

らず，様々な分野で応用が試みられている．しか

し建築分野において，行動を分析した事例は少な

い．建築空間は人間のためにある．それゆえ，空

間の中でどのように人が行動するかを知ることが

重要である．また，人間と空間との関わり方は単

純なものではなく生活の中での複雑な行動を通し

てなされる．よって，空間を設計していく立場に

おいては，人間と空間との関係をできるかぎり正

確に把握していかなければならないだろう． 
従来，建築空間の評価方法として人の主観に頼

る言語を介したアンケート調査などが一般的にと

られている（山崎，1985）．空間評価研究の多く

は，結果としての評価を分析の対象としてきた．

これらには記述やインタビューにより求める心理

量が主に用いられている．しかし，これらの分析

では，人が評価に至るまでの過程が曖昧であると

思われる． 
本研究は，これら既往の手法に対し，行動の解

析をもとにした空間評価の可能性を見出し，その

有効性を検証するものである．そして，行動の違

いが評価に及ぼす影響を明確に捉えることを意図

し，評価に至るまでの行動の過程を検討する． 
2. 仮説 
現在の居住空間において主に用いられている蛍

光灯や白熱灯は，人に視覚的なストレスを与える

ことが指摘されている．それに対し，近年開発さ

れた有機 EL は，蛍の光や太陽光などの自然光と

類似した周波数スペクトルをもつとされる（佐野

他，2006）．これらを根拠とし，私たちは，有機

EL の光は，人間に居心地の良い空間を提供すると

考えてきた．さらに，加賀 他（2006）によれば，

人間はストレスを与えられた際に，動作量が多く

なるとされる．よって，本研究では，有機 EL を

設置した空間は，従来の照明空間を設置した空間

に比べ，人間の動作量を少なくさせると予測する．

以下，この仮説を検討するために実施した実験の

手続きを示す． 
3. 実験の方法 
 本実験は，上記の仮説をカメラを用いて記録さ

れた人間の行動を画像処理によって分析すること

で検討する．その結果について考察することで，

空間評価との関係性の一助とすることを目的とす

る．また，実験後のアンケートのデータとの関係

から，空間印象が果たす役割についても考察する． 
2.1. 実験条件 
本実験では，佐野 他（2006）において構築され

た空間の評価を行う．佐野の空間は有機ＥＬなら

ではの光環境の創出という視座に立ち，光源の本

質としての「光そのもの」から，癒しを体感でき

る空間としてデザインされたものである．本実験

では，この有機ＥＬ照明空間と従来の照明空間と

を比較する．有機ＥＬ照明空間は，きれいな暗さ

を演出することにより人にリラックスさせる癒し

空間を演出する．一方，従来の空間は蛍光灯・白

熱灯を用いた照明空間にした．  
2.2. 被験者 
 被験者は空間評価に関する知識を持たない大学

院生４名とする．このうち，２名は有機ＥＬ照明

空間に滞在し，他の２名は従来照明空間に滞在し

た． 
2.3. 実験材料 
 実験装置は被験者の行動と発話内容を記録する

ためのカメラ２台と，和室空間（2000 ㎜×2000 ㎜

×2000 ㎜），２つの有機ＥＬ照明（100 ㎜×100 ㎜

×4.7 ㎜）で構成される．なお，佐野の空間は茶室

をコンセプトしたものであるため，空間内には花

や水を暗示するものとして陶磁器の花器を配置し

た．被験者の行動・発話内容は，カメラを経てパ

ーソナルコンピュータのハードディスクに記録す

る． 
2.4. 手続き 
被験者にどちらか一方の照明空間に３０分間入

ってもらい，その後アンケートに答えてもらう．

被験者には，この実験をある空間の感性評価する

ためのものであると告げる.また，携帯電話，その

他の私物は空間の外に置かせ，持ち込ませない．

さらに，３０分間外に出ないように強く教示し，

３０分後に合図する．また参考に，各空間が人に

どのような心理的効果をもたらすかを検証するた

めにアンケートを実施した．評価方法は，印象評

価に用いられる「親しみやすい－親しみにくい」，

「緊張感のある－落ち着きのある」などの１６の

  



形容詞対に対しそれぞれ７段階尺度としたＳＤ法

を用いた． 
4. 実験結果 
カメラにより記録された映像に対して画像処理

を行い，時間軸に沿って各人物にいつ動きがあっ

たかを調べる．そこで，移動点自動追尾機能を持

つ動画分析ソフトウェア（PVStudio2D,OA サイエ

ンス社）を用いて人間（動体）を追尾し，その際

に人間が移動した軌跡を解析することで人間の動

作量や特定パターンを検出することを狙った．な

おこのソフトは野村・丸野（2007）がユーモア生

成の分析に使用したものである．行動の分析にお

いて，各カメラの映像からマーカーの座標値（x,y）
を計測した．そして，人物が移動した軌跡を画面

の縦座標，横座標，時間軸のデータで表す． 
実験で得られたデータの例を図１，図２に示す．

図１は有機ＥＬ照明空間における被験者の行動，

図２は従来照明空間における被験者の行動を示す．

各図の下には対応する時間での映像を抜粋して示

す．この例から，図１は図２に比べて落ち着きの

ある座り方を示すものとみなせる．なぜなら，図

１は y 値，x 値ともになだらかに推移しているか

らである．一方，図２は，落ち着きのない様子の

座り方を示すものとみなせる．なぜなら図２は y
値，x 値の振幅が顕著に示されるからである． 
7. 考察 
前節で述べた結果は，２節で述べた仮説と整合

するものである．だが，あくまでも分析の途中段

階を報告するものであり，この結果は仮説を確か

めるものではない．今後，全体のデータを解析し，

評価につなげる必要がある． 
しかし，前節の分析結果は，画像処理的な手法

で，人間の行動パターンを区別できることは示し

ている．従来の感性評価による分析と比較したと

き，この手法の利点は，評価に至るまでの過程を

示すことにあるといえる．また，行動の自動分析

により，空間評価を行う労力が短縮される．従来

の手法では，膨大なデータ処理のためにより多く

の時間が必要になってしまう．それに対して，本

研究が提案する手法は必要とする労力が従来の手

法に比べて少ない． 
一方で本研究の欠点として，人の行動分析に用

いるパラメータをいかにして設定するかという問

題がある．本研究ではマーカーの設定や分析対象

となる動画系列の抽出によって各人物の動きを調

べた．しかし，実用化を目指すにあたってこの方

法は現実的ではなく，このような動画シーケンス

を自動的に設定する必要がある．また，録画した

膨大な映像を確認することは困難な作業である．

今後，このような問題を改善しつつ，解析手法の

精度を高めていきたい． 
8. まとめ 
本研究では，カメラを用いて人の行動と空間と

の関係を検討し，考察した．カメラによって得ら

れた映像から動画分析によって人の動きを取り出

した．取り出された動きから人の行動と空間の関

係を考察した．結果，本研究によって評価に至る

までの過程を示す可能性が挙げられた． 
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図 1.有機 EL 照明空間における行動の例 

 

  
図 2.従来照明空間における行動の例 

 


